
愛
知
県
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
峰
澤
彰
宏
氏
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

社
長
）
最
大
の
事
業
で
あ
る
「
第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
」
（
展
示
会
実
行
委

員
長
�
石
原
太
郎
氏
・
原
芳
商
会
社
長
）
が
、
い
よ
い
よ
１０
月
１０
日
㈭
か
ら
１２
日
㈯
ま

で
の
３
日
間
、
名
古
屋
市
千
種
区
の
名
古
屋
市
中
小
企
業
振
興
会
館
（
吹
上
ホ
ー
ル
）

で
開
催
さ
れ
る
。
今
回
は
、
前
回
展
よ
り
も
多
い
メ
ー
カ
ー
ら
１
２
６
社
・
団
体
が
２

５
６
小
間
に
出
展
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
販
路
拡
大

の
好
機
と
し
て
、
出
展
者
も
来
場
者
も
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

　
昨
年
、
創
立
６０
周
年
を
迎

え
た
愛
知
県
管
工
機
材
商
業

協
同
組
合
が
主
催
す
る
展
示

会
は
、
１
９
６
３
年
（
昭
和

３８
年
）
の
組
合
発
足
を
記
念

し
て
「
第
１
回
バ
ル
ブ
水
栓

配
管
資
材
展
示
会
」
が
同
年

開
催
さ
れ
、
出
展
者
６３
社
、

来
場
者
７
０
０
０
人
を
集
め

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
以
後
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
な
が
ら
規
模
や
内
容
を
充

実
さ
せ
、
第
１５
回
か
ら
現
在

の
「
管
工
機
材
・
設
備
総
合

展
」
と
い
う
名
称
に
変
更
。

メ
ー
カ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
か
ら

は
�
２
年
に
１
度
の
情
報
発

信
・
収
集
の
場
�
と
し
て
注

目
を
集
め
て
い
る
。

本
展
示
会
は
、
一
般
家
庭

か
ら
イ
ン
フ
ラ
・
産
業
活
動

に
い
た
る
ま
で
の
幅
広
い
分

野
に
わ
た
っ
て
社
会
基
盤
を

支
え
る
�
管
工
機
材
・
設
備

機
器
�
の
最
新
の
製
品
・
技

術
・
情
報
を
公
開
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
、
環
境
問
題
、
資
源
の

有
効
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
、

省
人
化
・
省
力
化
、
物
流
問

題
と
い
っ
た
時
代
の
要
請
と

関
連
付
け
、
新
た
な
需
要
の

創
造
と
販
売
促
進
を
図
り
、

も
の
づ
く
り
の
地
・
愛
知
県

か
ら
業
界
全
体
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
そ
の
目
的
と

し
て
い
る
。

第
３４
回
目
と
な
る
今
回
展

の
テ
ー
マ
は
『
管
材
・
設
備

の
歩
み
を
観
よ
う
。
』
だ
。

石
原
展
示
会
実
行
委
員
長
は

「
今
回
１
２
６
社
・
団
体
、

２
５
６
小
間
と
吹
上
ホ
ー
ル

い
っ
ぱ
い
の
出
展
の
お
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

『
来
て
良
か
っ
た
！
』
『
出

展
し
て
良
か
っ
た
！
』
と
思

っ
て
い
た
だ
け
る
展
示
会
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
も
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
」
（
８
月
開
催
出

品
者
会
議
で
の
石
原
展
示
会

実
行
委
員
長
の
挨
拶
よ
り
抜

粋
）
と
、
展
示
会
実
行
委
員

会
を
代
表
し
て
意
気
込
み
を

語
っ
て
い
た
。

今
回
展
で
も
、
前
回
展
と

同
様
に
〝
来
場
者
事
前
登
録

制
〞
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。

今
回
展
へ
の
来
場
を
予
定
し

て
い
る
業
界
関
係
者
ら
は
、

あ
ら
か
じ
め
展
示
会
特
設
ペ

ー
ジ
（
管
工
機
材
・
設
備
総

合
展
で
検
索
）
内
の
「
事
前

登
録
は
こ
ち
ら
」
を
ク
リ
ッ

ク
し
て
登
録

を
。
直
後
に
発

行
さ
れ
る
入
場

証
を
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
て
、

当
日
、
吹
上
ホ

ー
ル
の
会
場
へ

忘
れ
ず
持
参
す

る
こ
と
。
関
係

者
ら
に
配
ら
れ

て
い
る
〝
会
場

ご
案
内
〞
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
（
Ａ

４
三
つ
折
り
）

表
紙
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ス
キ
ャ

ン
し
て
も
、
同
様
に
事
前
登

録
は
可
能
で
あ
る
。

◇

【
開
催
要
項
】

◆
名
称
�
第
３４
回
管
工
機
材

・
設
備
総
合
展

◆
主
催
�
愛
知
県
管
工
機
材

商
業
協
同
組
合

◆
後
援
�
愛
知
県
、
名
古
屋

市
、
名
古
屋
商
工
会
議
所
、

愛
知
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
愛
知
県
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
、
愛
知
県
空
調

衛
生
工
事
業
協
会
、
名
古
屋

市
指
定
水
道
工
事
店
協
同
組

合
、
中
部
配
管
工
事
業
協
同

組
合
、
全
国
管
工
機
材
商
業

連
合
会
、
静
岡
県
管
工
機
材

商
組
合
、
岐
阜
県
管
工
機
材

商
組
合
、
三
重
県
管
工
機
材

商
業
組
合
、
中

部
経
済
新
聞

社
、
日
刊
工
業

新
聞
社
、
管
機

産
業
新
聞
社
、

名
古
屋
機
工
新

聞
社

◆
開
催
期
間
�

令
和
６
年
１０
月

１０
日
㈭
１０
時
〜

１７
時
（
開
場
前

に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー

開
催
）
、
同
１１

日
㈮
１０
時
〜
１７
時
、
同
１２
日

㈯
１０
時
〜
１５
時
（
最
終
日
の

み
閉
会
時
間
が
早
い
の
で
要

注
意
）

◆
開
催
場
所
�
名
古
屋
市
中

小
企
業
振
興
会
館
（
１
階
・

吹
上
ホ
ー
ル
）

◆
ア
ク
セ
ス
�
名
古
屋
市
千

種
区
吹
上
２
�
６
�
３
、
地

下
鉄
桜
通
線
「
吹
上
」
駅
下

車
５
番
出
口
よ
り
徒
歩
約
５

分◆
出
展
内
容
�
管
工
機
材
、

設
備
機
器
、
配
管
資
材
、
計

測
器
、
関
連
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
な
ど

◆
来
場
者
�
官
公
庁
関
係

者
、
設
計
・
建
築
・
設
備
・
保

守
等
の
関
係
者
お
よ
び
各
業

者
、
住
設
・
水
道
・
衛
生
・
空

調
等
の
機
材
機
器
販
売
お
よ

び
施
工
業
者
、
産
業
プ
ラ
ン

ト
関
連
の
設
計
・
施
工
業
者
、

工
場
の
資
材
購
入
担
当
者
、

関
連
各
団
体
、
大
学
・
官
公

庁
等
の
研
究
機
関
な
ど
。

◆
事
務
局
�
ニ
ホ
ン
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
／
愛
知
県
大
府
市
横

根
町
名
高
山
１５
�
３
、
電
話

▽
０
５
６
２
（
４６
）
７
８
０

０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
▽
０
５
６
２

（
４６
）
８
６
１
１
、
メ
ー
ル

▽kanzai@
nihondispl

ay.co.jp
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愛
知
県
管
工
機
材
商
業

協
同
組
合
で
は
、
「
第
３４

回
管
工
機
材
・
設
備
総
合

展
」
を
１０
月
１０
日
㈭
か
ら

１０
月
１２
日
㈯
ま
で
の
３
日

間
、
名
古
屋
市
吹
上
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

当
組
合
は
、
組
合
が
設

立
さ
れ
た
昭
和
３８
年
に

「
第
１
回
バ
ル
ブ
水
栓
配

管
資
材
展
示
会
」
を
開
催

し
て
以
来
、
コ
ロ
ナ
で
１

度
は
延
期
し
た
も
の
の
、

基
本
的
に
は
２
年
に
１
度

展
示
会
を
開
催
し
て
参
り

ま
し
た
。

今
回
は
『
管
材
・
設
備

の
歩
み
を
観
よ
う
。
』
の

テ
ー
マ
の
も
と
、
出
展
者

１
２
６
社
、
小
間
数
２
５

６
小
間
で
開
催
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
だ
け
の
会
場
ス

ペ
ー
ス
一
杯
の
規
模
で
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
の
も
、
ひ
と
え
に
関
係

各
位
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
か
げ
様
と
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
展
示
会
は
、
業
界

に
関
わ
る
プ
ロ
の
方
達
の

情
報
交
換
の
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
広
く
一
般
の

方
々
に
も
「
管
工
機
材
の

業
界
」
を
知
っ
て
頂
く
機

会
に
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

す
べ
て
の
皆
様
に
ご
来

場
の
興
味
を
持
っ
て
頂

き
、
ご
来
場
を
楽
し
ん
で

頂
き
、
見
学
後
に
は
「
行

っ
て
良
か
っ
た
！
」
、
出

展
し
て
頂
い
た
方
が
「
出

展
し
て
良
か
っ
た
！
」
と

思
っ
て
頂
け
る
展
示
会
、

展
示
会
を
通
じ
て
関
わ
る

こ
と
の
で
き
た
全
て
の
人

た
ち
が
「
楽
し
く
・
有
意

義
な
時
間
」
を
過
ご
し
て

頂
け
る
よ
う
に
運
営
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

コ
ー
ド
リ
ー
ル
や
照
明
器

具
の
専
門
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

ハ
タ
ヤ
リ
ミ
テ
ッ
ド
（
名
古

屋
市
中
区
大
須
４
�
１０
�

９０
）
で
人
気
の
、
使
用
場
所

に
合
わ
せ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

に
曲
げ
ら
れ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
テ
ー
プ
ラ
イ
ト
」

に
、
８
月
か
ら
『
ハ
イ
ク
ラ

ス
両
面
発
光
タ
イ
プ
』
が
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

『
ハ
イ
ク
ラ
ス
両
面
発
光

タ
イ
プ
』
は
全
光
束
１
８
０

０
ル
ー
メ
ン
（
１
ｍ
あ
た
り

両
面
合
計
）
と
、
作
業
灯
と

し
て
も
し
っ
か
り
使
え
る
明

る
さ
だ
。
連
結
部
分
は
防
水

仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
１
０

０
ｍ
以
内
で
あ
れ
ば
長
短
ど

の
組
み
合
わ
せ
で
も
連
結
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
屈
曲
試

験
は
�
耐
衝
撃
保
護
等
級
Ｉ

Ｋ
１０
�
を
誇
り
、
こ
れ
は
４０

㎝
の
高
さ
か
ら
５
㎏
の
衝
撃

に
耐
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
ま
た
、
防
塵
防

水
性
能
も
Ｉ
Ｐ
５５
と
優
れ
た

性
能
を
発
揮
。
持
ち
運
び
や

収
納
に
便
利
な
収
納
袋
は
セ

ッ
ト
タ
イ
プ
に
付
属
す
る
。

２０
ｍ
、
１０
ｍ
、
５
ｍ
の
３
タ

イ
プ
セ
ッ
ト
か
ら
用
途
や
使

用
環
境
に
合
わ
せ
て
選
べ
る

ほ
か
、
延
長
用
と
し
て
各
タ

イ
プ
単
体
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。現

在
絶
賛
販
売
中
の
ベ
ー

シ
ッ
ク
両
面
発
光
タ
イ
プ
／

ベ
ー
シ
ッ
ク
片

面
発
光
タ
イ
プ

は
、
共
に
最
大

５０
ｍ
ま
で
連
結

可
能
。
連
結
部

分
は
防
水
仕
様

と
な
っ
て
お

り
、
コ
ネ
ク
タ

ー
キ
ャ
ッ
プ
が

付
い
て
い
る
。

ハ
イ
ク
ラ
ス
、

直
流
電
源
タ
イ

プ
を
除
く
す
べ

て
の
テ
ー
プ
ラ

イ
ト
シ
リ
ー
ズ

と
連
結
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
ち
ら

も
、
耐
衝
撃
保
護
等
級
Ｉ
Ｋ

１０
、
防
塵
防
水
性
能
Ｉ
Ｐ
５５

と
優
れ
て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
性
も
良
く
、
万
一
の
断

線
時
で
も
故
障
箇
所
だ
け
を

切
除
し
専
用
の
補
修
キ
ッ
ト

（
別
売
）
で
簡
単
に
修
理
が

で
き
る
（
５０
㎝
間
隔
で
切
断

可
能
）
。

各
タ
イ
プ
の
セ
ッ
ト
内
容

や
販
売
価
格
な
ど
、
本
製
品

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
展
示

会
場
内
の
同
社
ブ
ー
ス
を
訪

問
し
て
ス
タ
ッ
フ
に
直
接
問

い
合
わ
せ
を
。
展
示
会
終
了

後
は
全
国
の
各
支
店
に
問
い

合
わ
せ
る
か
、
同
社
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
を
。

ハ
イ
ク
ラ
ス
両
面
発
光
タ
イ
プ

前
回
の
展
示
会
は
、
コ

ロ
ナ
対
策
も
あ
り
準
備
に

苦
労
し
ま
し
た
。
今
回
は

実
行
委
員
全
員
で
会
議
も

重
ね
て
充
分
に
検
討
し
て

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

当
中
部
地
区
は
も
の
づ

く
り
の
拠
点
で
す
。
東

京
、
大
阪
の
展
示
会
に
参

加
し
て
い
な
い
地
元
の
企

業
さ
ま
を
は
じ
め
１７
社
の

新
規
参
入
企
業
さ
ま
か
ら

出
展
の
お
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に

皆
さ
ま
に
は
ぜ
ひ
来
場
し

て
頂
き
、
出
展
メ
ー
カ
ー

さ
ま
の
展
示
品
を
ご
覧
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
出
展
メ
ー
カ

ー
さ
ま
の
ブ
ー
ス
も
、
来

場
者
さ
ま
が
展
示
品
を
実

際
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
た
り
、
ワ
イ
ド
画
面
を

使
っ
て
説
明
会
を
開
く
な

ど
工
夫
し
て
、
滞
在
ス
ペ

ー
ス
も
充
分
に
と
る
な
ど

年
々
充
実
し
て
い
ま
す
。

重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
が

是
非
と
も
来
場
し
て
、
日

本
の
管
材
・
設
備
の
実
力

を
ご
堪
能
し
て
頂
く
と
と

も
に
、
も
の
づ
く
り
愛
知

県
民
の
ご
意
見
を
存
分
に

出
展
メ
ー
カ
ー
さ
ま
に
届

け
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。現

在
は
開
催
に
向
け
て

組
合
員
一
同
で
ユ
ー
ザ
ー

さ
ま
に
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
各
種
の
新
聞
、
雑
誌

媒
体
に
よ
る
案
内
も
進
め

て
い
ま
す
。
前
回
よ
り
導

入
し
た
事
前
登
録
制
に
よ

り
入
退
場
及
び
滞
在
時
間

な
ど
の
情
報
も
得
る
こ
と

が
で
き
、
展
示
会
の
安
全

管
理
や
今
後
の
運
営
に
役

立
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
全
て
の
後
援

者
さ
ま
、
出
展
メ
ー
カ
ー

さ
ま
、
そ
し
て
来
場
者
さ

ま
に
「
来
て
よ
か
っ
た
」

と
言
っ
て
頂
け
る
よ
う
に

開
催
を
通
じ
て
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
東
工
器
（
東
京
都
大
田

区
仲
池
上
２
�
９
�
４
）
の

画
期
的
な
エ
ア
配
管
『
エ
ア

ラ
イ
ナ
ー
』
が
、
工
場
の
省

エ
ネ
・
環
境
の
カ
イ
ゼ
ン
に

貢
献
し
て
く
れ
る
。

『
エ
ア
ラ
イ
ナ
ー
』
は
、

ア
ル
ミ
パ
イ
プ
と
樹
脂
製
継

手
・
ア
ル
ミ
製
継
手
の
組
み

合
せ
に
よ
っ
て
軽
量
化
・
抜

群
の
耐
食
性
・
簡
単
施
工
を

実
現
さ
せ
た
画
期
的
な
エ
ア

配
管
で
あ
る
。

昨
今
な
に
か
と
話
題
に
上

る
こ
と
も
多
く
課
題
解
決
が

急
が
れ
る
〝
省
エ
ネ
〞
対
応

製
品
と
し
て
、
ま
た
、
人
手

不
足
や
施
工
期
間
の
短
縮
、

レ
イ
ア
ウ
ト
変
更
な
ど
に
柔

軟
に
対
応
し
て
施
工
問
題
解

決
の
一
助
と
な
る
『
エ
ア
ラ

イ
ナ
ー
』
。
そ
の
特
長
を
以

下
に
ま
と
め
て
み
た
。

●
軽
い
ア
ル
ミ
パ
イ
プ
を
差

し
込
む
だ
け
の
「
ワ
ン
タ
ッ

チ
組
立
」
で
、
施
工
費
・
施

工
時
間
の
大
幅
削
減
。

●
精
密
加
工
の
ア
ル
ミ
パ
イ

プ
と
独
創
的
な
設
計
理
念
を

取
り
入
れ
た
ジ
ョ
イ
ン
ト
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
「
ワ
ン

タ
ッ
チ
施
工
」
を
実
現
。

●
ジ
ョ
イ
ン
ト
に
ド
レ
ン
が

溜
ま
り
に
く
い

ス
ト
レ
ー
ト
構

造
を
採
用
。

●
ナ
ッ
ト
を
緩

め
る
と
簡
単
に

取
り
外
せ
て
、

他
の
ジ
ョ
イ
ン

ト
や
ボ
ー
ル
バ

ル
ブ
ユ
ニ
ッ
ト

と
の
交
換
も
可

能
。

●
外
形
２５
ミ
リ

パ
イ
プ
、
同
４０

ミ
リ
パ
イ
プ
、

同
６３
ミ
リ
パ
イ

プ
ほ
か
多
彩
な

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

を
用
意
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
展
示
会
場
内
同
社
展
示

ブ
ー
ス
に
常
駐
す
る
ス
タ
ッ

フ
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。
こ

の
機
会
に
、
工
場
の
エ
ア
配

管
を
検
討
し
て
み
て
は
い
か

が
だ
ろ
う
。

▼
実
行
委
員
長
�
石
原
太
郎

氏
（
原
芳
商
会
）

▼
実
行
副
委
員
長
�
倉
地
克

明
氏
（
倉
地
）

▼
統
括
・
渉
外
部
長
�
竹
内

裕
二
氏
（
丸
金
商
会
）
、
土

橋
治
彦
氏
（
岡
谷
鋼
機
）

▼
会
場
・
運
営
部
長
�
田
中

勝
次
氏
（
タ
ナ
カ
）
、
丹
羽

一
幸
氏
（
丹
羽
機
材
）

▼
受
付
・
抽
選
部
長
�
安
井

文
康
氏
（
錦
興
業
）
、
伊
神

敏
雅
氏
（
双
葉
製
作
所
）

▼
実
行
委
員
�
林
徹
氏
（
ユ

ア
サ
商
事
）
、
大
橋
弘
氏

（
オ
ー
タ
ケ
）
、
森
正
司
氏

（
川
本
第
一
製
作
所
）
、
黒

宮
誠
一
氏
（
ク
ロ
ミ
ヤ
商

店
）
、
林
幸
広
氏
（
中
部
マ

テ
リ
ア
ル
ズ
）
、
原
尚
哉
氏

（
原
工
具
商
会
）
、
川
島
宏

紀
氏
（
川
島
商
事
）
、
西
野

諭
志
氏
（
ク
リ
エ
イ
ト
）
、

大
野
洋
揮
氏
（
大
野
管
材
）

（
順
不
同
）

水
×
蒸
気
ミ
キ
シ
ン
グ
バ
ル
ブ

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
開
催
に
向
け
て

愛
知
県
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合

理
事
長峰

澤

彰

宏

ご
挨
拶

展
示
会
実
行
委
員
長

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備

総
合
展

実
行
委
員
会

石

原

太

郎

出出
展展
製製
品品

Ｌ
Ｅ
Ｄ
テ
ー
プ
ラ
イ
ト

ハ
イ
ク
ラ
ス
両
面
発
光
が
新
発
売

工
場
の
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
用
配
管
に

エ
ア
配
管『
エ
ア
ラ
イ
ナ
ー
』

ハ
タ
ヤ
リ
ミ
テ
ッ
ド
小
間

番
号

Ｂ
�
０３

日
東
工
器
小
間
番
号

Ａ
�
３１
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なん
とい
って
も

機動
力抜
群！
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Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
（
大
阪
市
東

成
区
玉
津
１
―
１２
―
２９
）
の

展
示
ブ
ー
ス
で
は
、
発
売
さ

れ
た
ば
か
り
の
、
強
力
な
水

流
で
汚
れ
を
お
と
す
予
洗
い

水
栓
「
Ｐ
ｒ
ｅ
Ｐ
ａ
ｓ
ｈ
＋

（
プ
レ
パ
シ
ュ
＋
）
」
と
、

発
売
以
来
、
高
い
人
気
を
誇

る「
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ（
ス
ッ
ト
）」

シ
リ
ー
ズ
の
キ
ッ
チ
ン
用
シ

ン
グ
ル
混
合
栓

を
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
る
と

い
う
。

「
プ
レ
パ
シ

ュ+

」は
、コ

ッ
プ
や
マ
グ
カ

ッ
プ
を
押
し
付

け
る
だ
け
の
簡

単
操
作
で
使
い

勝
手
も
抜
群
。

し
か
も
、
ス
ム

ー
ジ
ー
ボ
ト
ル

や
プ
ロ
テ
イ
ン

シ
ェ
ー
カ
ー
な

ど
の
底
が
深
く
て
洗
い
に
く

い
容
器
も
気
持
ち
よ
く
洗
う

こ
と
が
で
き
る
。
ア
イ
ラ
ン

ド
キ
ッ
チ
ン
の
場
合
、
対
面

か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る

の
が
特
長
だ
。
さ
ら
に
、
本

製
品
に
は
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
が
永

年
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た

独
自
の
技
術
が
活
か
さ
れ
て

い
る
。
電
気
を
使
用
せ
ず
に

強
力
な
水
流
を
生
み
出
し
、

回
転
式
の
ア
ー
ム
で
グ
ラ
ス

全
体
に
水
を
均
一
に
当
て
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
そ
の
ひ

と
つ
だ
。
日
本
製
な
ら
で
は

の
細
や
か
な
工
夫
が
施
さ
れ

て
お
り
、
使
用
し
な
い
と
き

に
は
カ
バ
ー
で
保
護
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ス
ト

ッ
パ
ー
は
ア
ー
ム
の
脱
着
時

に
水
が
不
意
に
出
る
の
を
防

い
で
く
れ
る
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
」
シ
リ
ー

ズ
の
キ
ッ
チ
ン
用
シ
ン
グ
ル

混
合
栓
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
機

能
性
を
両
立
さ
せ
た
存
在
感

の
あ
る
水
栓
だ
。
デ
ザ
イ
ン

は
世
界
的
な
イ
ン
テ
リ
ア
デ

ザ
イ
ナ
ー
森
田
恭
通
氏
が
手

掛
け
て
お
り
、
２
０
２
４
年

度
に
は
新
た
に
マ
ッ
ト
ブ
ラ

ッ
ク
色
が
追
加
さ
れ
た
。
樹

木
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
有
機
的

な
本
体
に
、
幾
つ
も
の
部
品

が
高
い
精
度
で
組
み
合
わ
さ

れ
た
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
。
正

面
か
ら
の
直
立
、
真
横
か
ら

の
き
れ
い
な
放
物
線
形
状

は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
な

ど
で
、
ど
の
角
度
か
ら
見
ら

れ
て
も
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
に

仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
デ
ザ

イ
ン
だ
け
で
な
く
、
プ
ッ
シ

ュ
切
替
や
サ
イ
レ
ン
ト
ホ
ー

ス
の
採
用
、
サ
ビ
や
衝
撃
に

強
い
ア
ル
ミ
ダ
イ
カ
ス
ト
製

レ
バ
ー
な
ど
、
使
い
や
す
さ

の
追
求
に
も
余
念
が
な
い
の

は
さ
す
が
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
だ
。

吹
上
ホ
ー
ル
の
会
場
で
、

ぜ
ひ
と
も
同
社
自
慢
の
製
品

の
数
々
を
体
感
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
詳
し
い
問
い
合
わ

せ
は
、
当
日
、
同
社
展
示
ブ

ー
ス
に
常
駐
す
る
ス
タ
ッ
フ

ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

業
界
最
小
ク
ラ
ス
の
圧
力

損
失
を
達
成
し
大
流
量
を
実

現
す
る
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

賞
を
受
賞
し
た
オ
ン
ダ
製
作

所
（
岐
阜
県
関
市
広
見
８
５

１
�
３
）
の
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｓ

（
レ
ボ
ス
）
シ
リ
ー
ズ
に
新

た
に
、
変
換
ア
ダ
プ
タ
ー
シ

リ
ー
ズ
、
Ｙ
形
チ
ー
ズ
ソ
ケ

ッ
ト
、
２０
Ａ
異
径
ソ
ケ
ッ
ト

な
ど
合
計
１５
品
番
の
新
製
品

が
追
加
さ
れ
た
。
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ

ｓ
は
配
管
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の

流
量
不
足
に
悩
む
リ
フ
ォ
ー

ム
現
場
で
の
声
を
も
と
に
開

発
さ
れ
た
人
気
シ
リ
ー
ズ

で
、
幅
広
い
シ
ー
ン
で
活
用

し
た
い
と
の
施
工
者
の
声
か

ら
、
今
回
の
多
彩
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
追
加
に
至
っ
た
。

Ｙ
形
チ
ー
ズ
ソ
ケ
ッ
ト
は

分
岐
方
向
が
４５
度
傾
斜
形
状

に
な
っ
て
お
り
、
従
来
の
チ

ー
ズ
ソ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た

場
合
に
比
べ
配
管
ス
ペ
ー
ス

を
削
減
、
狭
所
で
も
省
施
工

か
つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
配
管
可

能
。
変
換
ア
ダ
プ
タ
ー
シ
リ

ー
ズ
で
は
、
ス
ト
レ
ー
ト
・

エ
ル
ボ
・
４５
度
エ
ル
ボ
が
登

場
。
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
ジ
ョ
イ

ン
ト
シ
リ
ー
ズ
の
継
手
に
差

し
込
む
施
工
で
、
現
場
に
合

わ
せ
た
サ
イ
ズ
ダ
ウ
ン
や
形

状
変
換
が
容
易
に
行
え
、
Ｙ

形
チ
ー
ズ
ソ
ケ
ッ
ト
と
組
み

合
わ
せ
る
と
さ
ら
に
狭
い
空

間
で
の
配
管
も
可
能
。

Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｓ
用
サ
ド
ル
は

継
手
を
直
接
固
定
で
き
、
エ

ル
ボ
ソ
ケ
ッ
ト
で
の
立
上
げ

部
や
チ
ー
ズ
ソ
ケ
ッ
ト
を
短

い
距
離
で
連
続
使
用
す
る
場

合
な
ど
、
樹
脂
管
で
の
支
持

が
し
づ
ら
い
場
合
に
最
適
。

樹
脂
管
で
間
接
的
に
固
定
す

る
場
合
と
異
な
り
接
続
口
を

目
視
確
認
し
や
す
く
、
水
圧

検
査
時
の
漏
れ
確
認
に
も
配

慮
し
た
設
計
だ
。

ソ
ケ
ッ
ト
・
チ
ー
ズ
ソ
ケ

ッ
ト
で
は
特
大
流
量
を
実
現

す
る
２０
Ａ
に
異
径
サ
イ
ズ
を

追
加
。
さ
ら
な
る
充
実
に
よ

り
多
様
な
リ
フ
ォ
ー
ム
現
場

に
対
応
で
き
る
。

本
展
示
会
の
同
社
ブ
ー
ス

で
は
、
内
径
シ
ー
ル
継
手
を

使
用
し
た
場
合
と
「
レ
ボ

ス
」
を
使
用
し
て
施
工
し
た

場
合
の
リ
フ
ォ
ー
ム
後
の
流

量
差
に
つ
い
て
継
手
ご
と
の

流
量
比
較
が
一
目
で
で
き
る

大
型
デ
モ
機
、
シ
ャ
ワ
ー
型

（
シ
ャ
ワ
ー
の
出
る
勢

い
）
、
ト
イ
レ
型
（
流
れ
方

の
違
い
）
、
手
押
し
ポ
ン
プ

型
の
４
つ
の
デ
モ
機
を
用

意
。
施
工
し
た
際
の
流
量
差

を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
実
際

に
体
感
で
き
る
。
そ
の
他
、

新
製
品
も
全
て
展
示
す
る
と

の
こ
と
。

自
動
弁
総
合
メ
ー
カ
ー
の

ヨ
シ
タ
ケ
（
名
古
屋
市
昭
和

区
御
器
所
通
２
�
２７
�
１
）

は
、
建
築
設
備
や
工
場
・
プ

ラ
ン
ト
設
備
で
威
力
を
発
揮

す
る
バ
ル
ブ
類
を
多
数
出
展

し
、
配
管
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
最
適
化
を
提
案
す
る
。

小
型
・
軽
量
・
コ
ン
パ
ク

ト
設
計
を
実
現
し
た
新
製
品

の
ス
テ
ン
レ
ス
製
サ
ー
モ
ス

タ
チ
ッ
ク
式
ス
チ
ー
ム
ト
ラ

ッ
プ
『
Ｔ
Ｓ
�
５
シ
リ
ー

ズ
』
は
蒸
気
用
エ
ア
ー
ベ
ン

ト
と
し
て
も
使
用
可
能
で
、

配
管
取
付
は
水
平
・
垂
直
任

意
。
飽
和
蒸
気
温
度
よ
り
低

い
温
度
で
作
動
す
る
た
め
蒸

気
漏
れ
が
な
く
、
飽
和
蒸
気

温
度
に
連
動
し
た
作
動
の
た

め
調
整
も
不
要
。
イ
ン
ラ
イ

ン
型
の
「
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｖ
」
と

ス
ト
レ
ー
ト
型
の
「
Ｔ
Ｓ
�

５
Ｓ
」
、
ブ
ロ
ー
バ
ル
ブ
付

き
の
「
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｂ
Ｐ
」
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

「
Ｔ
Ｓ
�
５
Ｂ
Ｐ
」
は
、
ブ

ロ
ー
バ
ル
ブ
を
開
け
る
こ
と

で
初
期
の
大
量
な
ド
レ
ン
と

空
気
を
速
や
か
に
排
出
。
ト

レ
ー
ス
ラ
イ
ン
、
食
品
・
医

療
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
機
器
な

ど
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
対
応
す

る
。こ

ち
ら
も
新
製
品
の
『
手

動
洗
浄
機
能
付
き
ス
ト
レ
ー

ナ
Ｓ
Ｙ
�
４０
Ｒ
』
は
カ
バ
ー

脱
着
不
要
の
た
め
安
全
・
安

心
に
使
用
で
き
、
製
品
を
分

解
す
る
こ
と
な
く
ス
ク
リ
ー

ン
の
清
掃
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
ス
ク
リ
ー

ン
清
掃
の
場
合
、
内
部
の
流

体
の
漏
れ
に
注
意
し
な
が
ら

ふ
た
を
外
し
て
ス
ク
リ
ー
ン

を
掃
除
し
、
ガ
ス
ケ
ッ
ト
交

換
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
と
ふ
た

を
元
に
戻
す
必
要
が
あ
っ
た

が
「
Ｓ
Ｙ
�
４０
Ｒ
」
の

場

合
、
ハ
ン
ド
ル
を
回
し
て
ボ

ー
ル
バ
ル
ブ
の
開
閉
作
業
の

み
で
完
了
す
る
た
め
作
業
時

間
の
大
幅
削
減
に
貢
献
す

る
。
ま
た
、
既
設
の
「
Ｓ
Ｙ

�
４０
」
か
ら
ふ
た
一
式
の
み

交
換
す
る
だ
け
で
使
用
で

き
、
同
社
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
監

視
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
ｉ
�
ｆ
ｌ

ｏ
」
と
差
圧
計
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
清
掃
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
知
ら
せ
る
こ
と
も
可

能（
オ
プ
シ
ョ
ン
）で
あ
る
。

配
管
を
切
断
す
る
こ
と
な

く
挟
む
だ
け
の
簡
単
取
付
で

様
々
な
液
体
の
流
量
を
測
定

す
る
こ
と
が
可
能
な
、
新
製

品
の
『
ク
ラ
ン
プ
オ
ン
式
超

音
波
流
量
計
Ｕ
Ｆ
Ｍ
�
１
０

０
』
。
パ
イ
プ
に
直
接
接
触

す
る
こ
と
な
く
測
定
で
き
る

た
め
測
定
対
象
の
流
体
に
影

響
を
与
え
ず
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

性
に
も
優
れ
て
い
る
。
測
定

範
囲
が
広
く
高
精
度
で
、
工

場
の
生
産
設
備
や
ボ
イ
ラ
ー

給
水
シ
ス
テ
ム
、
空
調
分
野

の
冷
却
水
な
ど
の
流
量
管
理

や
設
備
診
断
な
ど
幅
広
い
産

業
分
野
に
貢
献
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
多
数
出
品

予
定
だ
と
い
う
同
社
ブ
ー
ス

に
は
、
ぜ
ひ
と
も
立
ち
寄
っ

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
出
展
製
品

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
出
展
製
品

「
Ｐ
ｒ
ｅ
Ｐ
ａ
ｓ
ｈ
＋
」＆

「
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
」体
感
展
示

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
小
間
番
号

Ａ
�
２２

Ｔ
Ｓ
�
５
Ｂ
Ｐ

ス
チ
ー
ム
ト
ラ
ッ
プ

「
Ｔ
Ｓ
�
５
シ
リ
ー
ズ
」ほ
か

ヨ
シ
タ
ケ
小
間

番
号

Ｃ
�
２３

「
Ｐ
ｒ
ｅ
Ｐ
ａ
ｓ
ｈ
＋
」

「
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
ジ
ョ
イ
ン
ト
Ｒ
ｅ
ｖ
ｏ
ｓ
」シ
リ
ー
ズ

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
追
加

オ
ン
ダ
製
作
所
小
間
番
号

Ｃ
�
１９

第２９００号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和６年１０月６日（５）



（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可） 第２９００号令和６年１０月６日 （６）（７） （第１・２・３日曜日発行）

小間番号

Ａ－１８

Ｂ－２１

Ｂ－０６

Ｂ－１０

Ｂ－１８

Ｂ－２９

Ｃ－１２

Ｄ－０９

Ａ－２５

Ａ－１９

Ａ－３０

Ｂ－０１

Ｃ－２０

Ｃ－１４

Ａ－０６

Ａ－０９

Ａ－０２

Ａ－０８

Ｄ－２０

Ｄ－０２

Ｄ－０７

社 名
愛知時計電機㈱
㈱アカギ
アキレス㈱
アサダ㈱
旭日産業㈱
旭有機材㈱
㈱アスコット
アズビル金門㈱
アロン化成㈱
因幡電機産業㈱
㈱イノアック住環境
イノック㈱
ＡＷＪ㈱
SFA Japan㈱
㈱荏原製作所
㈱ＦＭバルブ製作所
㈱ＭＩＥテクノ
㈱ＭＣＣコーポレーション
エレポン㈱
オーエヌ工業㈱
㈱オーケーエム

ア

小間番号

Ｃ－０１

Ｄ－１７

Ｃ－０６

Ｃ－１６

Ｃ－１９

Ｃ－１７

Ｂ－１９

Ａ－１２

Ｄ－０３

Ｂ－１４

Ｄ－２９

Ａ－０７

Ｂ－０８

Ｄ－１６

Ｃ－１８

Ｄ－２２

Ｂ－１２

Ｄ－０１

Ｃ－０９

Ｂ－３０

Ｃ－０３

社 名
オーケー器材㈱
大見工業㈱
㈱尾川パイプ
㈱オノマシン／アックスブレーン㈱／板橋機械工業㈱／ヒット商事㈱／㈱コバルテック／㈱ミヤナガ
㈱オンダ製作所
㈱カクダイ
兼工業㈱
㈱川西水道機器
㈱川本製作所
㈱カンツール
木田バルブ・ボール㈱
㈱キッツ／東洋バルヴ㈱／㈱清水合金製作所
㈱協成
㈱クボタケミックス
倉敷化工㈱
クリナップ㈱
桑名金属工業㈱
㈱ＫＶＫ
現場Hub㈱
㈱小島製作所／シーシーアイ㈱
㈱コスモ・ソフト

カ

小間番号

Ａ－１０

Ｂ－１５

Ｃ－２７

Ａ－２２

Ｄ－０６

Ｃ－０７

Ｄ－１３

Ｂ－１６

Ａ－２１

Ｂ－３１

Ｃ－２１

Ａ－１６

Ｂ－２４

Ｂ－０７

Ｂ－２５

Ｄ－３０

Ａ－１５

Ａ－０１

Ａ－２３

Ｄ－２７

Ｃ－０２

社 名
児玉工業㈱
㈱コンサス
㈱更科製作所
ＳＡＮＥＩ㈱
㈱三興製作所
山王工業㈱
三和ハイドロテック㈱
シーケー金属㈱
ＪＦＥスチール㈱
下田エコテック㈱
ジャパン・エンヂニアリング㈱
㈱昭和コーポレーション
㈱昭和バルブ製作所
㈱昭和螺旋管製作所
ショーボンドマテリアル㈱
シンテック㈱
積水化学工業㈱
全国設備業ＤＸ推進会
ゼンシン㈱
㈱ソエダ
ダイキン工業㈱

サ

タ

小間番号

Ｂ－２２

Ｄ－３１

Ｃ－１３

Ｄ－０５

Ｄ－０４

Ｂ－０２

Ｄ－３３

Ａ－２４

Ｃ－２４

Ｄ－１８

Ｃ－０４

Ａ－２７

Ｃ－３０

Ｄ－１５

Ｄ－１０

Ａ－１４

Ｂ－２８

Ｂ－２７

Ｂ－０４

Ｃ－１５

Ｃ－０８

社 名
大成機工㈱
ダイドレ㈱
㈱多久製作所
㈱タブチ
中日技研工業㈱
㈱中部コーポレーション
㈱鶴見製作所
㈱テクノフレックス
テラル㈱
東亜高級継手バルブ製造㈱
東栄管機㈱
㈱ＴＯＺＥＮ
ＴＯＴＯ㈱
巴バルブ㈱
長野計器㈱
㈱ナゴヤ
名古屋市上下水道局
名古屋水栓バルブ工業協同組合
名古屋バルブ工業㈱
ナスコフィッティング㈱
南国フレキ工業㈱

ナ

小間番号

Ｄ－２３

Ｃ－２９

Ａ－３１

Ａ－０３

Ａ－２９

Ｃ－１１

Ｃ－２２

Ｄ－１９

Ｄ－２５

Ｂ－０３

Ｂ－３２

Ｂ－２６

Ｃ－２５

Ａ－１７

Ｄ－１４

Ａ－０５

Ｂ－１３

Ａ－２６

Ａ－２８

Ａ－２０

Ｄ－２６

社 名
西尾レントオール㈱
日栄インテック㈱
日東工器㈱
㈱日邦バルブ
日本継手㈱
㈱日本イトミック
ネグロス電工㈱
㈱ノーリツ
長谷川工業㈱
㈱ハタヤリミテッド
ＰＰＩパイプ㈱
東尾メック㈱
㈱日立産機システム
藤井高圧工業㈱
富士化工㈱
㈱フジキン
㈱フジトク
フネンアクロス㈱
ブリヂストン化工品ジャパン㈱
古林工業㈱
㈱ＰＲＥＯ

ハ

小間番号

Ｄ－２１

Ｄ－３２

Ｃ－０５

Ｂ－０９

Ｃ－２６

Ｃ－２８

Ａ－１１

Ａ－０４

Ｂ－０５

Ｄ－１１

Ａ－１３

Ｄ－０８

Ｃ－１０

Ｃ－２３

Ｂ－１１

Ｂ－２０

Ｄ－１２

Ｂ－１７

Ｄ－２４

Ｂ－２３

Ｄ－２８

社 名
プレパイ工業㈱
㈱ベン
㈱ベンカン
ホーコス㈱
前澤化成工業㈱
前澤給装工業㈱
前田バルブ工業㈱
㈱ミナミサワ
ミヤコ㈱
未来工業㈱
㈱大和バルブ
山本計器製造㈱
㈱ユニテック
㈱ヨシタケ
㈱ＬＩＸＩＬ
㈱リケン
リンナイ㈱
レイテック㈱
レッキス工業㈱
ワシノ機器㈱
ワンド㈱

マ

ヤ

ラ

ワ

出展者一覧

会
場
案
内
図
小
間
数
２５６
小
間

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
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（８）令和６年１０月６日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２９００号



Ｋ
Ｖ
Ｋ
（
岐
阜
県
加
茂
郡

富
加
町
高
畑
字
稲
荷
６
４

１
）
が
展
開
す
る
ウ
ル
ト
ラ

フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
（
Ｕ
Ｆ

Ｂ
）
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
の

「
ｈ
ａ
ｄ
ａ
ｍ
ｏ
」
シ
リ
ー

ズ
が
発
売
以
来
好
評
を
博
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
社
は

新
た
に
手
元
止
水
（
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
）
機
能
付
、
浄
水
機

能
付
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
追

加
し
た
。
ま
た
、
「
ｈ
ａ
ｄ

ａ
ｍ
ｏ
」
シ
リ
ー
ズ
と
は
一

線
を
画
す
大
型
の
Ｕ
Ｆ
Ｂ
シ

ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
「
Ｇ
ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
ｅ
ｒ
」
も
登
場
し
、
今
、

注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
ｈ
ａ
ｄ
ａ
ｍ
ｏ
」
シ
リ

ー
ズ
の
『
ｏ
ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
ｏ

ｐ
』
は
、
水
栓
ま
で
手
を
伸

ば
し
て
止
水
す
る
動
作
が
不

要
で
、
節
水
効
果
が
高
い
シ

ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
で
あ
る
。

同
シ
リ
ー
ズ
の
『
ｃ
ａ
ｒ

ｅ
』
は
浄
水

（
脱
塩
素
）

カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
搭
載
し

て
お
り
、
Ｕ

Ｆ
Ｂ
に
よ
る

洗
浄
効
果
と

浄
水
の
相
乗

効
果
で
、
肌

に
も
髪
に
も

優
し
く
シ
ャ

ワ
ー
を
浴
び

る
こ
と
が
で
き
る
。
コ
ン
パ

ク
ト
な
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
、

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
の
手
元
を

回
転
し
て
外
す
だ
け
で
簡
単

に
交
換
が
可
能
。
ま
た
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

で
あ
る
た
め
、
持
ち
や
す
く

シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
に
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
よ

う
だ
。
購
入
者
か
ら
は
「
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
か
つ
カ

ラ
ー
が
パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
な

た
め
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
感

溢
れ
る
デ
ザ
イ
ン
で
と
て
も

気
に
入
っ
て
ま
す
」
と
い
っ

た
声
も
届
い
て
い
る
と
い

う
。「

Ｇ
ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
」
は

直
径
約
１
２
０
ミ
リ
を
超
え

る
大
き
な
シ
ャ
ワ
ー
フ
ェ
イ

ス
を
搭
載
。
大
量
の
水
に
よ

り
効
率
よ
く
シ
ャ
ワ
ー
を
浴

び
る
こ
と
で
時
短
と
な
り
、

結
果
と
し
て
節
水
効
果
が
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
大
き
な

シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド
を
搭
載
し

て
い
る
た
め
、
全
身
を
包
み

込
む
よ
う
な
浴
び
心
地
で
癒

さ
れ
る
の
も
人
気
の
理
由
の

ひ
と
つ
の
よ
う
だ
。
落
ち
着

い
た
メ
タ
リ
ッ
ク
カ
ラ
ー
配

色
で
、
中
央
に
は
ス
テ
ン
レ

ス
パ
ー
ツ
を
使
用
。
フ
ェ
イ

ス
と
グ
リ
ッ
プ
が
一
体
と
な

っ
て
お
り
、
重
厚
感
が
あ
り

な
が
ら
も
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
デ
ザ
イ
ン
が
高
級
感
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
機
能
面
も

優
秀
で
、
１
分
間
に
最
大
約

１
億
４
千
万
個
／
ml
の
Ｕ
Ｆ

Ｂ
が
発
生
。
毛
穴
に
浸
透
し

て
汚
れ
を
吸
着
し
、
キ
レ
イ

に
洗
い
流
す
効
果
が
期
待
で

き
る
と
い
う
。

こ
の
他
に
も
、
新
製
品
が

充
実
し
た
同
社
展
示
ブ
ー
ス

に
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
。

キ
ッ
ツ
（
東
京
都
港
区
東

新
橋
１
�
９
�
１
）
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
以
下
の
３
点
を

紹
介
す
る
。

◇

Ｐ
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ニ
ン
グ
ダ
イ

ヤ
フ
ラ
ム
バ
ル
ブ
（
Ｕ
Ｋ
Ｄ

Ｌ
シ
リ
ー
ズ
）

キ
ッ
ツ
は
、
昨
年
夏
に
販

売
を
開
始
し
た
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
製
Ｐ
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ニ
ン
グ
ダ

イ
ヤ
フ
ラ
ム
バ
ル
ブ
「
Ｕ
Ｋ

Ｄ
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
（
サ
イ
ズ

範
囲
１５
〜
８０
Ａ
）
に
加
え
、

今
秋
に
は
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄

製
Ｐ
Ｆ
Ａ
ラ
イ
ニ
ン
グ
ダ
イ

ヤ
フ
ラ
ム
バ
ル
ブ
「
Ｓ
Ｋ
Ｄ

Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
（
サ
イ
ズ
範

囲
１５
〜
８０
Ａ
）
の
販
売
を
予

定
し
て
い
る
と
い
う
。
今
か

ら
期
待
が
膨
ら
む
。

◇

緊
急
遮
断
シ
ス
テ
ム

受
水
槽
出
口
配
管
に
設
置

す
る
、
制
御
盤
と
遮
断
弁
と

で
構
成
さ
れ
た
東
洋
バ
ル
ヴ

（
東
京
都
港
区
東
新
橋
１
�

９
�
１
）
の
「
地
震
感
知
作

動
型
配
管
自
動
遮
断
シ
ス
テ

ム
」
な
ら
、
大
地
震
発
生
時

に
遮
断
弁
を
自
動
的
に
全
閉

し
、
受
水
槽
内
の
水
の
確
保

を
約
束
し
て
く
れ
る
。
給
水

ポ
ン
プ
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク

出
力
や
、
各
種
の
遮
断
動
作

条
件
設
定
が
で
き
る
の
も
嬉

し
い
機
能
の
ひ
と
つ
だ
。

◇

フ
ラ
ン
ジ
接
合
部
材
マ
ル

チ
ガ
ス
ケ
ッ
ト
（
Ｇ
Ｆ
・
Ｒ

Ｆ
兼
用
フ
ラ
ン
ジ
接
合
部

材
）あ

ら
ゆ
る
フ
ラ
ン
ジ
接
続

に
対
応
で
き
る
、
清
水
合
金

製
作
所
（
滋
賀
県
彦
根
市
東

沼
波
町
９
２
８
）
が
誇
る
オ

ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な
ガ
ス
ケ
ッ

ト
。
ス
テ
ン
レ
ス
の
芯
金
を

内
蔵
し
て
い
る
。
震
災
な
ど

で
管
路
内
が
高
圧
に
な
っ
た

場
合
で
も
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
飛

び
出
し
や
配
管
曲
げ
に
よ
る

ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
破
損
、
漏
水

な
ど
の
心
配
は
不
要
だ
。

◇

い
ず
れ
の
製
品
も
詳
細
に

つ
い
て
は
、
展
示
会
場
内
の

キ
ッ
ツ
グ
ル
ー
プ
の
ブ
ー
ス

に
て
常
駐
ス
タ
ッ
フ
に
問
い

合
わ
せ
を
。
展
示
会
終
了
後

は
、
各
社
各
営
業
所
ま
で
問

い
合
わ
せ
を
。

地
震
な
ど
の
災
害
発
生
後

の
水
に
関
し
て
は
、
通
水
が

復
旧
す
る
ま
で
水
の
安
全
は

受
水
槽
の
手
前
に
設
置
さ
れ

た
緊
急
遮
断
弁
に
よ
り
確
保

さ
れ
て
い
る
が
、
復
旧
後
の

初
期
通
水
時
に
土
砂
な
ど
が

流
れ
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
に
も
、
緊
急

遮
断
弁
手
前
へ
の
ス
ト
レ
ー

ナ
の
設
置
が

求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で

オ
ス
ス
メ
な

の
が
、
兼
工

業
（
愛
知
県

小
牧
市
大
草

２
０
３
６
）

の
ス
ト
レ
ー

ナ
『
Ｓ
Ｔ
�

Ｆ
�
３
』

（
写

真
）

だ
。
そ
の
理

由
は
、
①
抗

菌
効
果
で
定

評
の
高
い
青
銅
製
、
②
フ
ラ

ッ
シ
ン
グ
が
容
易
な
排
水
機

構
、
③
ス
ト
レ
ー
ナ
内
部
の

確
認
が
可
能
な
サ
イ
ト
グ
ラ

ス
付
き
、
と
い
っ
た
特
長
に

あ
る
。

兼
工
業
は
、
〝
災
害
に
強

い
制
御
シ
ス
テ
ム
の
構
築
〞

を
提
案
し
て
い
る
。
ま
ず
、

地
震
が
発
生
す
る
と
感
震
器

が
揺
れ
を
感
知
し
、
受
水
槽

一
次
側
・
二
次
側
の
緊
急
遮

断
弁
を
両
方
と
も
閉
じ
る
こ

と
に
よ
り
、
受
水
槽
へ
の
土

砂
の
流
入
を
防
ぎ
生
活
水
を

護
（
ま
も
）
っ
て
く
れ
る
。

そ
の
時
、
ス
ト
レ
ー
ナ
（
Ｓ

Ｔ
�
Ｆ
�
３
）
下
部
排
水
部

よ
り
土
砂
や
異
物
を
十
分
に

排
出
し
、
定
水
位
弁
の
異
物

噛
み
に
よ
る
故
障
を
防
ぐ
と

と
も
に
、
通
水
時
の
受
水
槽

へ
の
流
入
を
防
止
。
一
次
側

汚
染
水
の
流
入
と
二
次
側
配

管
の
水
の
安
全
を
確
認
後
、

制
御
盤
の
復
旧
ボ
タ
ン
に
て

安
全
に
通
常
運
転
状
態
を
開

始
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。

『
Ｓ
Ｔ
�
Ｆ
�
３
』
の
仕

様
は
以
下
の
通
り
だ
。
●
適

応
流
体
▽
水
道
水
、
●
適
応

温
度
▽
不
凍
０
〜
６０
度
、
●

接
続
規
格
▽
Ｊ
Ｉ
Ｓ
１０
Ｋ
フ

ラ
ン
ジ
、
●
網
目
▽
４０
メ
ッ

シ
ュ
、
●
最
高
使
用
圧
力
▽

１
・
０
Ｍ
Ｐ
ａ
、
●
最
高
使

用
差
圧
▽
０
・
１
Ｍ
Ｐ
ａ
、

●
材
質
▽
本
体
・
ふ
た
�
Ｃ

Ａ
Ｃ
４
０
６
な
ど
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
当
日
、
会
場
内
に
常
駐

し
て
い
る
同
社
ス
タ
ッ
フ
に

問
い
合
わ
せ
を
。
展
示
会
終

了
後
は
、
兼
工
業
本
社
▽
電

話
（
０
５
６
８
）
７９
�
２
４

７
６
、
ま
た
は
各
営
業
所
ま

で
問
い
合
わ
せ
る
か
、
同
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

を
。

生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
お
よ

び
、
環
境
整
備
等
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
金
具
類
メ

ー
カ
ー
の
ア
カ
ギ
（
東
京
都

中
央
区
新
富
１-

１９-

２
）
か

ら
、
発
売
さ
れ
た
当
時
に

「
待
ち
望
ん
で
い
た
組
式
が

登
場
し
た
！
」
と
ビ
ッ
グ
ニ

ュ
ー
ス
に
な
っ
た
の
が
、
そ

の
名
も
『
組
式
ハ
ヤ
ツ
リ
』

（
品
番
コ
ー
ド
Ａ
２
７
７
２

２
）
だ
。

本
製
品
は
、
従
来
の
吊
配

管
金
具
に
比
べ
て
、
作
業
効

率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い

る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
が
外
れ
な

い
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
配

管
作
業
時
の
落
下
の
危
険
性

は
ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

組
式
バ
ン
ド
な
ら
で
は
の

利
点
を
有
し
て
お
り
、
配
管

作
業
は
ボ
ル
ト
を
締
め
る
だ

け
と
カ
ン
タ
ン
。

Ｓ
Ｇ
Ｐ
サ
イ
ズ
（
吊
用
タ

ン
３
／
８
）

１５
Ａ
、
２０

Ａ
、
２５
Ａ
、

３２
Ａ
、
４０

Ａ
、
５０
Ａ
。

適
合
管
外
径

は
φ
２１
・

７
、
φ
２７
・

２
、
φ
３４
・

０
、
φ
４２
・

７
、
φ
４８
・

６
、
φ
６０
・

５
。

本
製
品
に
関
し
て
詳
し
く

は
、
展
示
会
場
入
口
か
ら
す

ぐ
視
界
に
入
る
同
社
ブ
ー
ス

に
て
営
業
ス
タ
ッ
フ
に
声
掛

け
を
。
展
示
会
終
了
後
は
同

社
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ

ス
す
る
か
、
全
国
の
各
営
業

所
ま
で
連
絡
を
。

湯
ま
わ
り
設
備
メ
ー
カ
ー

の
ノ
ー
リ
ツ
（
兵
庫
県
神
戸

市
中
央
区
江
戸
町
９３
）
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の

業
務
支
援
の
一
環
と
し
て
、

Ｂ
to
Ｂ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
ノ
ー
リ
ツ
お
湯
ｎ
ｅ
ｔ
」の

公
式
ア
プ
リ
を
９
月
２６
日
か

ら
配
信
ス
タ
ー
ト
し
た
。

２
０
４
０
年
に
は
２
０
２

２
年
度
比
で
９
０
０
万
人
の

労
働
力
が
不
足
す
る
と
も
予

測
さ
れ
る
な
か
、
生
産
性
向

上
が
急
務
と
さ
れ
て
い
る
。

同
社
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ

ー
と
同
社
を
つ
な
ぐ
架
け
橋

と
な
る
Ｂ
to
Ｂ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
ノ
ー
リ
ツ
お
湯
ｎ

ｅ
ｔ
」
を
展
開
し
、
製
品
情

報
や
取
り
替
え
検
索
、
在
庫

照
会
、
販
売
支
援
ツ
ー
ル
な

ど
日
々
の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

提
供
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｃ
を
利

用
の
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
ー
に

最
適
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
加

え
、
２
０
２
０
年
１
月
か
ら

は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
を
開
設
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
を
活
用
し
た
業
務
効
率

化
を
支
援
し
て
き
た
。

今
回
同
社
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
対
応
す
る
「
お
湯

ｎ
ｅ
ｔ
ア
プ
リ
」
の
配
信
を

新
た
に
開
始
し
た
。
ア
プ
リ

上
で
「
ノ
ー
リ
ツ
お
湯
ｎ
ｅ

ｔ
」
の
各
コ
ン
テ
ン
ツ
が
利

用
可
能
と
な
り
、
外
出
先
で

の
業
務
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
。
「
お
湯
ｎ
ｅ
ｔ
ア
プ

リ
」
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

版
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
版
で
必
要
で

あ
っ
た
都
度
の
ロ
グ
イ
ン
が

不
要
と
な
り
、
利
便
性
が
向

上
し
て
い
る
。
ま
た
、
販
売

促
進
に
つ
な
が
る
最
新
情
報

を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
い
ち
早

く
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

今
後
も
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ

ー
の
業
務
に
役
立
つ
コ
ン
テ

ン
ツ
を
拡
充
し
て
い
く
予
定

と
の
こ
と
で
、
同
社
は
「
ノ

ー
リ
ツ
お
湯
ｎ
ｅ
ｔ
に
よ
る

業
務
効
率
化
を
支
援
し
、
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
ー
の
皆
さ
ま

と
共
に
、
お
客
さ
ま
満
足
の

向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て

く
れ
た
。

◇

「
ノ
ー
リ
ツ
お
湯
ｎ
ｅ
ｔ
」

公
式
ア
プ
リ
で
で
き
る
こ
と

■
製
品
情
報
検
索
（
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
対
応
）
▽
型
番
入

力
と
写
真
検
索
の
２
つ
の
方

法
に
対
応
し
、
製
品
と
取
り

替
え
品
の
情
報
を
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
確
認
可
能
。

■
在
庫
検
索
（
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
対
応
）
▽
配
送
エ
リ
ア

を
選
択
し
て
品
名
・
品
コ
ー

ド
を
入
力
す
る
と
、
在
庫
数

の
確
認
が
可
能
。

■
カ
タ
ロ
グ
・
製
品
動
画
▽

最
新
カ
タ
ロ
グ
や
製
品
紹
介

・
施
工
方
法
の
動
画
、
セ
ミ

ナ
ー
動
画
等
を
掲
載
。

■
見
積
も
り
作
成
▽
設
置
さ

れ
て
い
る
製
品
の
型
式
を
も

と
に
、
お
す
す
め
の
取
り
替

え
機
種
を
自
動
で
選
定
し
、

提
案
書
や
概
算
見
積
書
を
作

成
。

■
販
売
支
援
ツ
ー
ル
▽
商
品

提
案
書
や
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
補
助
金
の
情
報
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
情
報
を
提

供
。

■
修
理
依
頼
（
チ
ャ
ッ
ト
ボ

ッ
ト
対
応
）
▽
専
用
の
Ｗ
Ｅ

Ｂ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
簡
単
に
修

理
申
込
が
可
能
。
さ
ら
に
依

頼
し
た
修
理
進
捗
を
確
認
で

き
る
機
能
も
用
意
。

■
ア
フ
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
（
チ

ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
対
応
）
▽
給

湯
器
に
関
わ
る
様
々
な
困
り

ご
と
を
集
約
。
エ
ラ
ー
番
号

や
不
具
合
状
況
か
ら
解
決
方

法
の
検
索
が
可
能
だ
。

◇

詳
し
く
は
、
同
社
ブ
ー
ス

の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
問
い
合
わ

せ
を
。

組
式
ハ
ヤ
ツ
リ

（
Ａ
２
７
７
２
２
）

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
出
展
製
品

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
出
展
製
品

ウ
ル
ト
ラ
フ
ァ
イ
ン
バ
ブ
ル
シ
ャ
ワ
ー

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充

Ｋ

Ｖ

Ｋ
小
間
番
号

Ｄ
�
０１

受
水
槽
・
雨
水
タ
ン
ク
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に

兼

工

業
小
間
番
号

Ｂ
�
１９

作
業
は
ボ
ル
ト
を
締
め
る
だ
け

組
式
ハ
ヤ
ツ
リ
絶
賛
発
売
中

ア

カ

ギ
小
間

番
号

Ｂ
�
２１

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ー
ザ
ー
向
け
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
お
湯
ｎ
ｅ
ｔ
」
公
式
ア
プ
リ
配
信

ノ
ー
リ
ツ
小
間

番
号

Ｄ
�
１９

Ｕ
Ｆ
Ｂ
浄
水
シ
ャ
ワ
ー
ヘ
ッ
ド

（
パ
ー
ル
ホ
ワ
イ
ト
）

グ
ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
期
待

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
紹
介

キ
ッ
ツ
グ
ル
ー
プ
小
間
番
号

Ａ
�
０７

イメージ

耐
腐
食
性
な
ど
に
優
れ
た
キ
ッ
ツ
の
バ
ル
ブ

第２９００号（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）令和６年１０月６日（９）



桃
の
マ
ー
ク
で
お
な
じ
み

の
バ
ル
ブ
メ
ー
カ
ー
・
ベ
ン

（
神
奈
川
県
横
浜
市
中
区
住

吉
町
３
�
３０
）
は
、
戸
別
減

圧
弁
ユ
ニ
ッ
ト
〈
Ｒ
Ｈ
Ｕ
�

１
型
〉
（
写
真
）
を
２
０
２

４
年
５
月
に
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
只
今
好
評
発
売
中
で
あ

る
。本

製
品
は
、
止
水
栓
・
減

圧
弁
・
逆
止
弁
・
架
台
の
ユ

ニ
ッ
ト
化
が
可
能
な
製
品
と

な
っ
て
お
り
、
配
管
施
工
作

業
の
短
縮
化
、
省
力
化
を
実

現
。
減
圧
弁
は
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
方
式
と
し
、
要
部
は
簡
単

に
交
換
が
可
能
だ
。
ま
た
、

施
工
後
で
も
減
圧
弁
を
設
置

し
た
ま
ま
水
圧
試
験
を
可
能

に
す
る
テ
ス
ト
ロ
ッ
ト
、
減

圧
弁
の
二
次
側
圧
力
を
確
認

す
る
の
に
役
立
つ
圧
力
計
用

継
手
も
備
え
て
い
る
。

二
次
側
調
整
圧
力
範
囲
は

０
・
２
〜
０
・
３
５
Ｍ
Ｐ
ａ

と
な
っ
て
お
り
、
流
体
温
度

は
５
〜
９０
℃
ま
で
対
応
可
能

で
あ
る
た
め
、
温
水
・
水
道

水
の
ど
ち
ら
で
も
使
用
で
き

る
。
ま
た
、
架
台
背
面
の
ボ

ル
ト
と
座
金
で
減
圧
弁
が
固

定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
高
さ

調
整
が
簡
単
に
で
き
る
の
も

う
れ
し
い
機
能
だ
。
も
ち
ろ

ん
水
道
法
性
能
基
準
適
合
品

（
耐
圧
・
浸
出
・
逆
流
・
耐

久
性
能
）
で

あ
り
、
配
管

施
工
作
業
の

短
縮
化
・
省

力
化
に
最
適

な
製
品
だ
。

架
台
の
利

用
イ
メ
ー
ジ

や
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
の
交
換
方
法
な
ど
は
ベ

ン
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
確
認
で
き
る
。

戸
別
減
圧
弁
ユ
ニ
ッ
ト
〈
Ｒ

Ｈ
Ｕ
�
１
型
〉
に
関
す
る
詳

し
い
情
報
や
販
売
価
格
な
ど

は
、
展
示
会
場
内
の
同
社
ブ

ー
ス
に
常
駐
す
る
ス
タ
ッ
フ

に
問
い
合
わ
せ
を
。
展
示
会

終
了
後
は
、
同
社
名
古
屋
営

業
所
▽
電
話
�
０
５
２
（
４

１
１
）
５
８
４
０
、
同
社
静

岡
出
張
所
▽
電
話
�
０
５
４

（
２
９
７
）
５
４
８
８
、
お

よ
び
全
国
の
各
営
業
所
へ
問

い
合
わ
せ
る
か
、
同
社
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
で
ア
ク
セ
ス

を
。

業
界
初
と
な
る
樹
脂
製
ノ

ン
ク
ロ
ッ
グ
イ
ン
ペ
ラ
を
採

用
す
る
こ
と
で
抜
群
の
排
出

性
と
高
効
率
化
の
両
立
を
実

現
し
た
、
川
本
製
作
所
（
名

古
屋
市
中
区
大
須
４
�
１１
�

３９
）
の
誇
る
新
型
強
化
樹
脂

製
排
水
水
中
ポ
ン
プ
「
Ｗ
Ｕ

Ｅ
形
」
（
写
真
）
。

本
製
品
は
従
来
機
種
に
比

べ
水
量
範
囲
が
広
が
り
、
排

水
性
能
の
向
上
、
高
効
率

化
、
異
物
通
過
性
能
の
向
上

を
実
現
し
て
い
る
。
こ
の
排

水
性
能
の
向
上
に
よ
り
、
使

用
範
囲
に
よ
っ
て
は
１
ラ
ン

ク
低
い
モ
ー
タ
出
力
を
選
択

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

従
来
機
種
の
場
合
、
セ
ミ

オ
ー
プ
ン
イ
ン
ペ
ラ
に
て
ケ

ー
シ
ン
グ
内
部
に
渦
を
発
生

さ
せ
、
固
形
物
を
含
む
排
水

を
イ
ン
ペ
ラ
内
部
に
通
さ
ず

吐
出
す
の
に
対
し
、
「
Ｗ
Ｕ

Ｅ
形
」
で
採
用
し
た
ノ
ン
ク

ロ
ッ
グ
イ
ン
ペ
ラ
は
直
接
イ

ン
ペ
ラ
内
部
に
排
水
を
通
し

て
モ
ー
タ
の
回
転
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
効
率
よ
く
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
従
来
機

種
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
や
紐
な

ど
の
柔
ら
か
い
異
物
が
ポ
ン

プ
内
部
に
滞
留
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
っ
た
が
、
「
Ｗ
Ｕ
Ｅ

形
」
は
固
形
物
は
も
ち
ろ
ん

柔
ら
か
い
異
物
も
ス
ム
ー
ズ

に
排
出
す
る
。

ポ
ン
プ
部
は
樹
脂
製
、
モ

ー
タ
部
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
フ

レ
ー
ム
で
腐
食
に
強
く
、
軽

い
の
で
取
り
扱
い
も
容
易
で

あ
る
。
機
種
は
、
三
相
２
０

０
Ｖ
の
１
・
５
〜
３
・
７
ｋ

Ｗ
。
非
自
動
・
自
動
・
自
動

交
互
内
蔵
型
が
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
（
自
動
型
と
自
動
交
互
内

蔵
型
は
フ
ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ

の
調
整
が
可
能
）
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
用
途
は
、
汚
水
・

汚
物
・
湧
水
排
水
・
浄
化
槽

排
水
・
ピ
ッ
ト
排
水
・
雑
排

水
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

ぜ
ひ
と
も
展
示
会
場
内
の

同
社
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、
本

製
品
の
性
能
等
を
体
感
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
詳
し
く
は

展
示
会
当
日
な
ら
、
常
駐
ス

タ
ッ
フ
ま
で
問
い
合
わ
せ

を
。
展
示
会
終
了
後
は
、
同

社
名
古
屋
支
店
・
名
古
屋
営

業
所
（
電
話
▽
０
５
２
�
２

４
９
�
９
８
１
０
）
ま
た
は

全
国
の
各
支
店
・
営
業
所
ま

で
問
い
合
わ
せ
る
か
、
同
社

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ

ス
を
。

水
ま
わ
り
・
タ
イ
ル
の
国

内
事
業
が
１
０
０
周
年
を
迎

え
る
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
（
東
京
都

品
川
区
西
品
川
１
�
１
�

１
）
の
キ
ッ
チ
ン
用
ミ
ネ
ラ

ル
浄
水
栓
「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ

ａ
ｐ
（
グ
リ
ー
ン
タ
ッ

プ
）
」
が
、
「
第
１８
回
キ
ッ

ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
（
主
催
▽

キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
、

後
援
▽
経
済
産
業
省
、
内
閣

府
、
消
費
者
庁
、
こ
ど
も
家

庭
庁
）
〈
子
ど
も
た
ち
の
創

造
性
と
未
来
を
拓
く
デ
ザ
イ

ン
〉
部
門
を
受
賞
し
た
。

「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｐ
」

は
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
浄
水
技

術
と
サ
ン
ト
リ
ー
食
品
の
美

味
開
発
技
術
か
ら
生
ま
れ
た

キ
ッ
チ
ン
用
ミ
ネ
ラ
ル
浄
水

栓
だ
。
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
浄
水

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
で
ろ
過
し
た

水
道
水
に
サ
ン
ト
リ
ー
食
品

が
独
自
開
発
し
た
植
物
ミ
ネ

ラ
ル
エ
キ
ス
を
プ
ラ
ス
す
る

こ
と
で
、
家
庭
の
蛇
口
で
も

雑
味
が
な
く
ま
ろ
や
か
で
冷

た
く
お
い
し
い
ミ
ネ
ラ
ル
入

り
の
浄
水
を
楽
し
め
る
。

今
夏
も
猛
暑
の
日
が
続
き

こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
呼
び

か
け
ら
れ
た
一
方
で
、
小
学

校
で
は
「
味
が
し
な
い
」

「
冷
え
て
い
な
い
」
な
ど
の

理
由
か
ら
水
道
水
を
飲
め
な

い
子
ど
も
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
話
題
と
な
っ
た
。
背
景

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や

家
庭
で
の
水
飲
み
習
慣
の
変

化
、
熱
中
症
対
策
で
ス
ポ
ー

ツ
ド
リ
ン
ク
常
用
な
ど
、
複

数
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
健
康
の
た

め
、
そ
し
て
熱
中
症
や
災
害

時
な
ど
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
に
日
頃
か
ら
家
庭
で
水

を
飲
む
習
慣
を
つ
け
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｐ
の
ミ

ネ
ラ
ル
入
り
浄
水
は
、
Ｌ
Ｉ

Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
浄
水
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
で
ろ
過
し
た
水
道
水
に
サ

ン
ト
リ
ー
食
品
の
植
物
ミ
ネ

ラ
ル
エ
キ
ス
を
プ
ラ
ス
し
た

も
の
で
あ
る
。
ヤ
シ
殻
活
性

炭
か
ら
抽
出
し
た
植
物
由
来

の
エ
キ
ス
を
最
適
な
濃
度
で

プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
弱
ア
ル

カ
リ
性
と
な
り
コ
ク
・
ま
ろ

や
か
さ
・
飲
み
ご
た
え
が
増

す
。
さ
ら
に
、
い
ち
ば
ん
お

い
し
い
と
感
じ
る
温
度
（
約

１０
度
）
に
も
こ
だ
わ
っ
て
お

り
、
独
自
の
冷
却
シ
ス
テ
ム

で
蛇
口
を
ひ
ね
る
だ
け
で
冷

た
い
ミ
ネ
ラ
ル

入
り
の
浄
水
を

楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
。

子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
、
家

族
み
ん
な
の
カ

ラ
ダ
に
も
コ
コ

ロ
に
も
う
れ
し

い
、
新
し
い
水

体
験
を
、
Ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｐ

で
始
め
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ

う
？
詳
し
く
は

同
社
ま
で
。

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
出
展
製
品

第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
出
展
製
品

減
圧
弁
の
新
た
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

戸
別
減
圧
弁
ユ
ニ
ッ
ト
発
売

ベ

ン
小
間
番
号

Ｄ
�
３２

「
Ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｐ
」

第
１８
回
キ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
小
間
番
号

Ｂ
�
１１

第３４回第第３３４４回回

管
工
機
材
・

設
備
総
合
展

管管
工工
機機
材材
・・

設設
備備
総総
合合
展展

○○祝祝

Ｒ
Ｈ
Ｕ
�
１
型
戸
別
減
圧
弁
ユ
ニ
ッ
ト

強
化
樹
脂
製
排
水
水
中
ポ
ン
プ

「
Ｗ
Ｕ
Ｅ
形
」

川
本
製
作
所
小
間
番
号

Ｄ
�
０３

（１０）令和６年１０月６日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２９００号



愛
知
鋲
螺
商
協
同
組
合

（
愛
鋲
協
、
理
事
長
�
大
野

正
博
氏
・
中
部
製
作
所
社

長
）
は
７
月
２３
日
、
世
界
最

大
級
の
総
合
切
削
工
具
メ
ー

カ
ー
「
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
（
Ｏ

Ｓ
Ｇ
）
」
（
本
社
�
愛
知
県

豊
川
市
）
の
工
場
見
学
を
実

施
し
た
。

同
社
の
主
要
製
品
は
、
世

界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
タ
ッ
プ

を
は
じ
め
、
ド
リ
ル
、
エ
ン

ド
ミ
ル
、
転
造
工
具
な
ど
。

組
合
員
と
そ
の
従
業
員
ら
１５

名
が
参
加
し
、
愛
知
県
新
城

市
に
あ
る
最
新
鋭
の
「
Ｎ
Ｅ

Ｏ
新
城
工
場
」
と
タ
ッ
プ
の

主
力
生
産
工
場
で
あ
る
「
八

名
工
場
」
を
見
学
し
た
。

当
日
は
、
午
後
１
時
３０
分

に
Ｎ
Ｅ
Ｏ
新
城
工
場
に
集

合
。
は
じ
め
に
大
野
理
事
長

が
、
Ｏ
Ｓ
Ｇ

の
工
場
見
学

受
け
入
れ
に

対
し
て
御
礼

を
述
べ
た

後
、
「
我
々

は
ね
じ
を
販

売
す
る
商
社

の
組
合
。
ね
じ
を
作
る
に
も

使
う
に
も
刃
具
や
ゲ
ー
ジ
が

必
要
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｇ
さ
ん
に
は

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
。
今
回
工
場
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と

で
非
常
に
楽
し
み
だ
。
是

非
、
皆
様
に
は
色
々
見
て
い

た
だ
い
て
、
工
具
の
正
し
い

使
い
方
な
ど
も
学
べ
る
と
良

い
と
思
う
し
、
し
っ
か
り
勉

強
し
て
今
後
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
滝
川
Ｏ
Ｓ
Ｇ
名

古
屋
営
業
所
長
が
「
本
日
、

ま
ず
は
こ
の
Ｎ
Ｅ
Ｏ
新
城
工

場
を
見
て
い
た
だ
く
。
Ⅰ
ｏ

Ｔ
を
駆
使
し
、
今
ま
で
ア
ナ

ロ
グ
で
あ
っ
た
所
を
デ
ジ
タ

ル
化
し
た
り
と
色
々
な
取
り

組
み
を
し
た
工
場
が
で
き

た
。
そ
の
後
、
八
名
工
場

へ
。
ね
じ
関
係
で
言
う
と
、

豊
橋
工
場
で
転
造
・
鍛
造
を

し
て
い
る
所
も
あ
る
の
で
、

ま
た
お
声
掛
け
い
た
だ
け
れ

ば
見
学
の
段
取
り
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
。
色
々
な
工
場
を

見
学
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
様
な

ど
で
上
手
く
活
用
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
」
と
挨
拶

し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｏ
新
城
工
場
で
は
、

徹
底
し
た
「
モ
ノ
づ
く
り
の

見
え
る
化
」
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
加
工
機
毎
の
稼
働
率

や
生
産
状
況
な
ど
の
情
報
を

共
有
し
、
生
産
に
お
け
る
無

駄
を
省
く
こ
と
で
、
標
準
品

か
ら
特
殊
品
ま
で
リ
ー
ド
タ

イ
ム
の
短
縮
を
実
現
。
製
造

ノ
ウ
ハ
ウ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
融
合
す
る
こ
と
で
効
率
的

な
生
産
を
行
い
、
超
多
品
種

少
量
生
産
を
目
指
し
て
い

る
。
生
産
品
目
は
超
硬
ド
リ

ル
、
超
硬
タ
ッ
プ
、
ハ
イ
ス

ド
リ
ル
、
ハ
イ
ス
エ
ン
ド
ミ

ル
。
月
産
７０
万
本
、
生
産
品

種
は
毎
月
平
均
６
０
０
０

種
、
８
０
０
０
ロ
ッ
ト
。

続
い
て
訪
れ
た
八
名
工
場

は
タ
ッ
プ
専
門
工
場
で
、
月

産
最
大
１
５
０
万
本
と
い
う

世
界
最
大
級
の
生
産
能
力
を

有
す
る
。
生
産
品
目
は
ハ
ン

ド
タ
ッ
プ
、
ス
パ
イ
ラ
ル
タ

ッ
プ
、
ポ
イ
ン
ト
タ
ッ
プ
、

溝
な
し
タ
ッ
プ
、
管
用
タ
ッ

プ
、
ス
レ
ッ
ド
ミ
ル
（
ね
じ

切
カ
ッ
タ
）
。
同
工
場
で
は

タ
ッ
プ
の
製
造
工
程
を
見
学

し
た
。

ジ
ー
ネ
ッ
ト
三
河
営
業
所

（
所
長
�
枅
川
修
氏
）
管
轄

の
有
力
販
売
店
が
主
催
す
る

展
示
会
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｍ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

２
０
２
４
〜

カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
新
た
な

ス
テ
ー
ジ
＆

次
世
代
加
工

へ
の
道
〜
」

が
１０
月
８

日
、
刈
谷
市

産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
あ
い

お
い
ホ
ー
ル

（
愛
知
県
刈

谷
市
相
生

町
）
で
開
催

さ
れ
る
。

環
境
問

題
、
少
子
高

齢
化
な
ど
の
社
会
課
題
へ
の

対
応
が
企
業
規
模
を
問
わ
ず

求
め
ら
れ
る
中
、
『
新
製

品
』
『
Ｃ
Ｏ
２
削
減
』
『
次

世
代
加
工
へ
の
道
』
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
開
か
れ
、
メ
ー
カ

ー
７３
社
が
出
展
す
る
予
定

（
内
訳
�
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
関
係
２０
社
、
次
世
代

加
工
関
係
３０
社
、
新
製
品
関

係
２３
社
）
。
製
造
業
が
抱
え

る
人
手
不
足
、
人
件
費
高

騰
、
設
備
老
朽
化
、
技
術
継

承
な
ど
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
提
案
が
行
わ
れ
る
。

開
催
時
間
は
９
時
３０
分
か

ら
１８
時
ま
で
。
目
標
来
場
者

数
は
ユ
ー
ザ
ー
５
０
０
名
。

事
務
局
を
ジ
ー
ネ
ッ
ト
三
河

営
業
所
が
務
め
る
。

ま
た
、
当
日
は
以
下
の
出

展
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
セ
ミ
ナ

ー
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

【
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
セ
ミ
ナ
ー
】
①
１０
時
〜
ダ

イ
キ
ン
Ｈ
Ｖ
Ａ
Ｃ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
東
海
②
１０
時
４５
分
〜

ク
リ
ー
ン
テ
ッ
ク
。

【
次
世
代
加
工
セ
ミ
ナ

ー
】
①
１３
時
３０
分
〜
イ
ス
カ

ル
ジ
ャ
パ
ン
②
１４
時
１５
分
〜

イ
ワ
タ
ツ
ー
ル
③
１４
時
４５
分

〜
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｌ
、

ギ
ケ
ン
、
エ
ム
ー
ゲ
・
フ
ラ

ン
ケ
ン
。

【
生
産
効
率
改
善
Ｄ
Ｘ
セ

ミ
ナ
ー
】
①
１６
時
〜
マ
シ
ン

ソ
ル
②
１６
時
３０
分
〜
ス
カ
イ

デ
ィ
ス
ク
。

ジ
ー
ネ
ッ
ト
三
河
営
業
所

は
７
月
１８
日
、
刈
谷
市
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
で

同
展
示
会
の
説
明
会
及
び
決

起
会
を
開
催
し
た
。

説
明
会
に
は
販
売
店
３７
社

５８
名
、
メ
ー
カ
ー
４８
社
５８

名
、
ジ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
１１
名

の
総
勢
１
２
７
名
が
出
席
。

枅
川
所
長
は
挨
拶
で
「
製

造
業
が
直
面
し
て
い
る
問
題

や
課
題
を
一
つ
で
も
多
く
展

示
会
を
通
じ
て
解
決
し
て
い

き
た
い
、
ま
た
少
し
で
も
社

会
貢
献
が
で
き
た
ら
と
い
う

思
い
で
、
今
回
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
く
運
び
と
な
っ
た
。

２
０
２
２
年
に
同
じ
場
所
、

同
じ
時
期
に
展
示
会
を
開
催

し
２
年
振
り
と
な
る
が
、
提

案
メ
ー
カ
ー
様
も
２０
社
ほ
ど

増
加
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ

て
い
る
。
前
回
よ
り
更
に
良

い
提
案
が
で
き
る
よ
う
、
ま

た
来
場
さ
れ
た
お
客
様
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
」
と
意
気
込
み
を
語

っ
た
。

ま
た
、
１０
月
２２
日
に
豊
川

商
工
会
議
所
で
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ

Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ

２
０

２
４

ｉ
ｎ

豊
川
」
を
開

催
す
る
こ
と
も
告
知
さ
れ

た
。説

明
会
の
後
は
会
場
を
移

し
て
決
起
会
が
行
わ
れ
、
展

示
会
成
功
に
向
け
販
売
店
・

出
展
メ
ー
カ
ー
・
ジ
ー
ネ
ッ

ト
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
。

展
示
会
説
明
会
＆
決
起
会
を
開
催

キ
ッ
ツ
（
社
長
�
河
野
誠

氏
、
本
社
�
東
京
都
港
区
）

は
、
８
月
２０
日
開
催
の
執
行

役
会
に
お
い
て
、
完
全
子
会

社
の
東
洋
バ
ル
ヴ
を
吸
収
合

併
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

合
併
予
定
日
は
２
０
２
５
年

１
月
１
日
。
キ
ッ
ツ
を
存
続

会
社
、
東
洋
バ
ル
ヴ
を
消
滅

会
社
と
す
る
吸
収
合
併
方
式

を
と
る
。

キ
ッ
ツ
は
、
２
０
０
４
年

に
東
洋
バ
ル
ヴ
を
キ
ッ
ツ
グ

ル
ー
プ
に
迎
え
入
れ
、
信
頼

の
「
東
洋
バ
ル
ヴ
」
ブ
ラ
ン

ド
を
強
化
し
つ
つ
、
両
者
の

生
産
・
技
術
部
門
を
統
合
す

る
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の

シ
ナ
ジ
ー
強
化
と
経
営
効
率

化
を
進
め
て
き
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
現
在
の

国
内
バ
ル
ブ
市
場
と
り
わ
け

キ
ッ
ツ
や
東
洋
バ
ル
ヴ
が
強

み
と
す
る
建
築
設
備
・
機
械

装
置
分
野
に
お
い
て
は
、
長

期
的
に
は
競
争
激
化
が
見
込

ま
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
施

工
方
法
の
効
率
化
な
ど
市
場

の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

適
時
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
更
な
る
成
長
が
見

込
ま
れ
る
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の
よ

う
な
市
場
環
境
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
営
業
体
制
の

再
構
築
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
強
化
や
社
内
業
務
の
効

率
化
を
目
的
と
し
て
、
今
回

の
吸
収
合
併
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
た
。

ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
と

し
て
「
東
洋
バ
ル
ヴ
」
ブ
ラ

ン
ド
は
今
後
も
存
続
し
、
顧

客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し

な
が
ら
売
上
拡
大
を
図
っ
て

い
く
と
し
て
い
る
。

説
明
会
の
様
子

藤
井
高
圧
工
業

藤
井
克
専
務逝

去

藤
井
高
圧
工
業
（
社
長
�

藤
井
昭
弘
氏
、
本
社
�
大
阪

市
西
区
新
町
）
の
専
務
取
締

役
で
、
か
ね
て
よ
り
病
気
療

養
中
で
あ
っ
た
藤
井
克
氏
が

９
月
１１
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

享
年
６３
。
葬
儀
は
近
親
者
の

み
で
営
ま
れ
た
。

こ
こ
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

大野理事長

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
最
新
鋭
工
場

「
Ｎ
Ｅ
Ｏ
新
城
工
場
」な
ど
を
見
学

愛
鋲
協
オ
ー
エ
ス
ジ
ー
工
場
見
学
を
行
う

東
洋
バ
ル
ヴ
を
吸
収
合
併
へ

キ
ッ
ツ
２０２５
年
１
月
１
日
合
併
予
定

Ｎ
Ｅ
Ｏ
新
城
工
場
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
前
で
記
念
撮
影

NEW ITEM PROMOTIONFAIR２０２４
１０月８日(火)、刈谷市産業振興センターでジーネット

三河営業所
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公
益
財
団
法
人
山
田
貞
夫

音
楽
財
団
（
代
表
理
事
�
田

中
真
紀
代
氏
、
所
在
地
�
名

古
屋
市
中
村
区
・
ダ
イ
ド
ー

内
）
は
、
７
月
２９
日
午
後
２

時
３０
分
よ
り
ヤ
マ
ハ
名
古
屋

ホ
ー
ル
（
名
古
屋
市
中
区
）

に
て
「
第
１２
回
新
進
演
奏
家

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し

た
。
選
考
に
よ
り
「
第
１２
回

（
２
０
２
４
年
度
）
山
田
貞

夫
音
楽
賞
」
の
受
賞
者
３
名

が
決
ま
り
、
こ
の
中
か
ら
関

谷
ま
り
さ
ん
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
）
、
志
村
宰
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
が
特
選
を
受
賞
し
た
。

特
選
の
２
名
は
９
月
３０
日

に
名
古
屋
市
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
「
ア
ー
ト
ピ
ア
ホ
ー

ル
」
（
名
古
屋
市
中
区
）
で

開
催
さ
れ
る
「
第
１２
回
新
進

演
奏
家
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
セ

ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
と

の
協
演
が
決
ま
っ
て
い
る
。

同
財
団
で
は
、
愛
知
県
内

で
活
躍
し
て
い
る
将
来
有
望

な
新
人
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
家

の
活
動
を
支
援
し
、
愛
知
県

の
文
化
芸
術
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
山
田

貞
夫
音
楽
賞
の
贈
呈
を
行
っ

て
い
る
。
今
回
の
山
田
貞
夫

音
楽
賞
は
、
２
０
２
３
年
３

月
に
音
楽
大
学
ま
た
は
音
楽

大
学
院
を
卒
業
し
、
愛
知
県

内
で
活
動
し
て
い
る
新
人
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
家
を
対
象
に

募
集
が
行
わ
れ
、
第
１
次
選

考
の
書
類
審
査
及
び
音
源
審

査
を
通
過
し
た
４
名
の
若
手

演
奏
家
（
ピ
ア
ノ
部
門
２

名
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
１

名
、
管
楽
器
部
門
１
名
）
が

コ
ン
ク
ー
ル
に
臨
ん
だ
。

選
考
の
結
果
、
受
賞
が
決

ま
っ
た
の
は
関
谷
さ
ん
、
志

村
さ
ん
（
以
上
、
特
選
）
、

日
髙
真
希
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
）
。
さ
ら
に
志
村
さ
ん
に

は
山
田
弘
子
評
議
員
よ
り
特

別
賞
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、

同
財
団
に
本
年
多
額
の
寄
付

を
し
た
山
田
評
議
員
に
、
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
田
中
代
表
理

事
が
「
本
日
は
第
１２
回
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
が
、
１０
年
を
過
ぎ
て

く
る
と
、
こ
れ
ま
で
に
特
選

を
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
ご
活

躍
を
耳
に
し
た
り
、
目
に
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

財
団
と
し
て
も
大
変
嬉
し
く

思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
願

っ
て
い
る
」
と
挨
拶
。

選
考
委
員
の
松
尾
葉
子
氏

（
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
創
立
名
誉

指
揮
者
）
は
総
評
で
「
舞
台

に
上
が
る
と
き
は
、
発
表
会

で
は
な
い
の
で
、
必
ず
人
に

感
動
を
与
え
ら
れ
る
演
奏
を

し
な
い
と
演
奏
会
に
な
ら
な

い
。
皆
さ
ん
も
そ
れ
を
考
え

な
が
ら
演
奏
す
る
こ
と
が
大

切
だ
。
自
分
の
音
楽
人
生
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

と
激
励
し
た
。

今
回
、
選
考
委
員
を
務
め

た
の
は
小
松
長
生
氏
（
コ
ス

タ
リ
カ
国
立
交
響
楽
団
桂
冠

指
揮
者
）
、
瀬
戸
和
夫
氏

（
愛
知
芸
術
文
化
協
会
理

事
）
、
清
水
皇
樹
氏
（
名
古

屋
音
楽
大
学
学
長
）
、
川
田

健
太
郎
氏
（
名
古
屋
芸
術
大

学
准
教
授
）
、
松
尾
葉
子
氏

（
ト
リ
フ
ォ
ニ
ー
ジ
ュ
ニ
ア

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
創
立
名
誉

指
揮
者
）
、
寺
田
史
人
氏

（
寺
田
弦
楽
四
重
奏
団
、
プ

シ
ャ
ー
テ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

主
宰
）
。

最
後
に
、
財
団
の
創
設
者

で
あ
る
山
田
貞
夫
会
長
（
ダ

イ
ド
ー
社
長
）
が
「
終
戦
後

の
辛
く
大
変
な
時
代
、
音
楽

が
私
を
励
ま
し
て
く
れ
た
。

音
楽
が
あ
っ
て
、
今
日
の
私

が
あ
る
。
皆
様
に
音
楽
を
聴

い
て
良
い
人
生
を
送
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
日

本
人
は
今
ま
で
音
楽
（
ク
ラ

シ
ッ
ク
）
を
聴
く
機
会
が
少

な
か
っ
た
。
こ
れ
を
広
め
る

活
動
を
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交

響
楽
団
の
方
々
に
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
今
後
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述

べ
、
お
開
き
と
し
た
。

日
本
鍛
圧
機
械
工
業
会

（
日
鍛
工
、
代
表
理
事
会
長

�
長
利
啓
正
氏
・
コ
マ
ツ
産

機
社
長
）
が
先
ご
ろ
発
表
し

た
２
０
２
４
暦
年
の
受
注
中

間
見
通
し
は
、
前
年
比
３
・

２
％
減
の
３
５
５
０
億
円

と
、
昨
年
１２
月
の
予
想
（
３

６
７
０
億
円
）
か
ら
下
方
修

正
と
な
っ
た
。
ま
た
、
２
０

２
４
年
度
受
注
中
間
見
通
し

は
前
年
比
２
・
６
％
増
の
３

５
５
０
億
円
と
し
た
。

発
表
に
よ
る
と
、
２
０
２

４
暦
年
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
設

備
投
資
は
堅
調
に
推
移
し
て

い
る
も
の
の
、
海
外
、
特
に

中
国
経
済
の
減
速
、
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
長
期

化
、
中
東
紛
争
と
地
政
学
リ

ス
ク
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
要
因

の
影
響
は
続
い
て
お
り
、
海

外
の
み
な
ら
ず
国
内
に
お
い

て
も
投
資
計
画
は
様
子
見
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は

２
０
２
４
年
の
後
半
ま
で
続

く
と
予
想
さ
れ
る
。
半
導
体

生
産
の
回
復
も
遅
れ
気
味
で

あ
り
、
自
動
車
関
連
で
の
Ｅ

Ｖ
化
に
向
け
た
積
極
投
資
も

地
域
的
に
ま
だ
ら
模
様
で
、

以
前
の
勢
い
は
期
待
で
き
な

い
、
と
の
見
方
を
示
し
た
。

年
度
に
お
い
て
も
後
半
の
回

復
要
素
が
見
当
た
ら
な
い
と

し
て
、
暦
年
の
横
ば
い
と
見

通
し
た
。

機
種
別
で
は
、
プ
レ
ス
系

が
前
年
比
５
・
８
％
減
の
１

４
５
０
億
円
。
国
内
・
海
外

と
も
に
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
対

応
の
先
行
投
資
も
受
注
残
は

あ
る
が
、
新
規
需
要
と
し
て

は
一
部
一
服
感
が
見
ら
れ
、

大
型
機
械
の
投
資
も
一
段
落

し
た
状
況
と
判
断
し
た
。

板
金
系
は
前
年
比
６
・
６

％
減
の
１
１
５
０
億
円
。
国

内
は
各
種
経
済
政
策
等
に
よ

る
景
気
の
下
支
え
は
あ
る
も

の
の
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
工
事

は
現
場
で
の
人
手
不
足
か
ら

着
工
納
期
の
遅
れ
が
顕
在
化

し
、
建
築
資
材
関
連
の
生
産

に
も
影
響
が
出
て
き
て
い

る
。
こ
の
傾
向
は
２
０
２
４

年
度
い
っ
ぱ
い
続
く
と
見
ら

れ
、
後
半
の
回
復
が
期
待
で

き
な
い
状
況
。

一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス
系
は

好
調
に
推
移
し
て
お
り
、
前

年
比
５
・
９
％
増
の
９
５
０

億
円
と
、
１
９
９
０
年
以
来

の
９
０
０
億
円
超
え
が
期
待

で
き
る
と
し
た
。

内
外
別
（
機
械
合
計
）
で

は
、
国
内
が
前
年
比
６
・
１

％
減
の
１
５
０
０
億
円
。
国

内
で
は
政
府
に
よ
る
経
済
対

策
の
下
支
え
は
あ
る
も
の

の
、
自
動
車
、
電
気
、
建
築

関
連
業
界
等
の
設
備
投
資
に

勢
い
が
な
く
、
後
半
に
向
け

て
の
上
向
き
要
因
が
乏
し
い

状
況
に
あ
る
。

輸
出
は
前
年
比
６
・
２
％

減
の
１
１
０
０
億
円
。
中
国

で
の
政
府
に
よ
る
更
新
促
進

策
も
日
本
製
が
対
象
と
な
る

か
不
明
で
あ
り
、
欧
米
で
の

Ｅ
Ｖ
化
設
備
投
資
も
一
服
感

が
あ
る
。
一
方
で
、
イ
ン
ド

等
新
興
国
の
回
復
が
期
待
で

き
る
と
し
た
。

２４
年
８
月
度
受
注
額

同
工
業
会
が
９
月
９
日
発

表
し
た
月
次
会
員
受
注
統
計

に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年
８

月
度
の
受
注
総
額
は
前
年
同

月
比
２０
・
６
％
増
の
３
１
５

億
５
百
万
円
と
な
り
、
機
種

別
で
は
プ
レ
ス
系
機
械
が
６７

・
１
％
増
、
板
金
系
機
械
が

２２
・
９
％
減
だ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
と
油
圧
プ

レ
ス
の
大
型
受
注
が
大
き
く

押
し
上
げ
た
結
果
、
総
額
は

３
月
以
来
の
３
０
０
億
円
超

え
と
な
っ
た
。

一
方
で
、
比
較
的
、
直
近

の
経
済
環
境
に
反
応
し
や
す

い
板
金
機
械
に
お
い
て
は
、

国
内
・
輸
出
と
も
に
マ
イ
ナ

ス
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
下

期
に
向
け
て
の
回
復
が
危
ぶ

ま
れ
る
状
況
と
も
言
え
る
と

指
摘
さ
れ
た
。

挨
拶
す
る
田
中
代
表
理
事

「
第
１２
回
山
田
貞
夫
音
楽
賞
」

関
谷
さ
ん
、志
村
さ
ん
が
特
選
受
賞

新
進
演
奏
家
コ
ン
ク
ー
ル
開
催

山
田
貞
夫

音
楽
財
団

特
選
を
受
賞
し
た
関
谷
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